
棚田百選の畑地区で、
有志の市民グループによる棚田保全活動

　

お
お
む
ね
10
年
先
を
見
据
え
て
、

総
合
的
な
農
業
の
振
興
の
た
め
に

定
め
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
の
高

島
市
の
農
業
政
策
を
進
め
る
上
で

重
要
な
計
画
で
あ
り
、
高
島
の
農

業
政
策
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の

で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
認
定
農
業
者
数

は
５
４
９
名
だ
が
最
新
の
数
は
。

　
農
林
水
産
部
長

　

令
和
２
年
11
月
末
時
点
の
認
定

農
業
者
数
は
３
１
０
名
で
、
こ
れ

に
加
え
て
、
24
法
人
を
認
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
農
業
生
産
活
動
面
の
役
割
分

担
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

や
農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上
対
策

事
業
を
活
用
し
、
非
農
家
も
含
め

た
地
域
ぐ
る
み
の
農
地
・
農
村
環

境
保
全
の
取
り
組
み
が
定
着
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

畑
、
鵜
川
地
域
の
耕
作
放
棄
地

の
推
移
な
ら
び
に
棚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
の
評
価
は
。

　
農
林
水
産
部
長

　

令
和
２
年
度
の
耕
作
面
積
は
20

年
前
と
比
較
し
て
畑
地
域
は
28
％
、

鵜
川
地
域
は
48
％
減
少
し
て
い
ま

す
。
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
り
組

み
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
は

緩
や
か
に
留
ま
っ
て
い
る
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
が
課
題
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

転
作
作
物
の
「
な
た
ね
」
は
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
の

需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
か
。

　
農
林
水
産
部
長

　

以
前
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
実
績
や
課
題
等
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
」
の

認
証
シ
ー
ル
に
情
報
発
信
機
能
な
ど

の
付
加
価
値
を
付
け
て
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長

　

認
証
シ
ー
ル
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

入
れ
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

費
用
対
効
果
も
含
め
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

是永　宙 議員

丁寧な現状分析と未来
指向の農業振興策を

～高島農業振興地域整備計画案について～

効
率
的
な
農
業
経
営
体
の
育
成
と
、

農
地
・
農
村
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定

に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
農
業

振
興
を
図
る
の
か
。

そ
の
他
の
質
問

〇
地
球
規
模
の
気
候
危
機
へ
の

　
高
島
市
の
取
り
組
み
は
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